
ホンモノの 評価の姿 垣間見る

Keyword：自己評価，自己理解，評価の意味

Ｓ先生の授業は自己評価をとりいれた展開でした。上掲の“ニコちゃんマークから

泣きべそマークまでの３段階”の下には記名されたマグネットシート（緑：男児，橙

：女児）がはりつけられています。これは授業終了時，子どもたちが自分の活動をふ

りかえり，それぞれが貼付した結果です。“泣きべそマーク”に１人の女児のシートが

みえます。先生は「位置づけ」の理由を即刻本人に確認され「水彩絵の具で着色する

際，滲んでうまくいかなかった」ことを把握，次回での対策を助言されていました。

美術教育における評価（評定）は容易ではありません。“うまい・へた”や見栄え等

でランクづけするものではないからです。子どもたちの“いま”を見極め，生き方・

あり方につながる評価でなければ無意味です。その際，教師にとって各々の子どもの

自己評価はきわめて有効な資料になります。それはさておき我が国における評価活動

は適正に展開されているのでしょうか。自己評価力を身につけさせているでしょうか。

私の本音は否です。最大の根拠は決して少数ではない学生がゆえなき評価に傷つき美

術への劣等感等を持ち（持たされ）つつ年々歳々入学してくることです。

Ｓ小学校Ｓ教諭の実践

*1 東広島市教育委員会がキャリア教育の一環で実施した企画。外部の様々な分野の講師を招聘し各学校に派遣する事業

*2 プロトタイプの円筒形飛行機を紹介し，オリジナルタイプへの挑戦を求めた活動。上掲の写真は学生作品／参考文献：「図画工作ワンポイント工作教

材集」東山明・初田隆編著

*3 子どもたちに「フニャラフニャラ」と，命名した不定形を示しその形から新しい形（変身）の発想を求めた活動。本書「の」の項に学生作品掲載

偏見と 誤解だらけの この教科

Keyword：美術教育の意味，脳力，自分流

子どもたちは美術教育の意味を理解しているのでしょうか。おおかた否です。以下

引用したのは，2010年度末，広島大学大学院教育学研究科在任中，Ｈ市内の小学校

数校，延べ数百名の子どもたちに「なぜ“ずこう”は学校にあるんだろう」をテーマ

に展開したスペシャル授業
*1
後に頂戴した礼状です。引用したのはH小学校の６年生か

らの手紙です。

私は、このスペシャル授業を受ける前、図工の授業がある度に「なんで、図工なんて

やらないといけないの？」といつも考えていました。絵も工作もあんまり得意ではなか

ったので、正直な気持ちは「図工なんてめんどくさいな。」という気持ちでした。

でも、このスペシャル授業を受けてそういう気持ちや考えとは逆になりました。図工

は心と脳と手を使って、見て、感じて、考えて、えがいたり、作ったりする。脳力アッ

プの教科だということを聞いて、私はびっくりしました。脳力をアップさせるのは、国

語や算数なのかと思っていたからです。私は図工という教科をもう「めんどくさい」と

か、「何でやらないといけないの？」と、思ったりしません。むしろ、「図工ってとても

素晴らしい教科なんだ！」と思いながら、いっしょうけん命に取り組むことができると

思います。

今回の授業では、紙で色々な飛行機
*2
を作ったり、フニャフニャの絵

*3
を自分の思うよ

うに変身させたり、友達の似顔絵をかいた皿をつくり、回したりしました。このような

ことをやりながら、先生は「自分流」を大事にしなさいと言われました。

私はこの授業を通して、図工は素晴らしい教科だということ、そして、「自分流」を大

事にすることを学びました。今回の授業は私にとって、とてもよい経験、そして思い出

になりました。これからの学習に今回学んだことを活かしていきたいと思いました。（Ｓ子）

「なんで、図工なんてやらないといけないの？」

と率直な思いの表明です。少なくない子どもた

ちの同様の反応は，教科の意味を子どもたちに

伝え切れていない実態の反映です。

子どもたちの“ずこう”への思いを十把一絡

げに論ずるのはやや乱暴かもしれません。が，

喫緊の課題はここに明らかではないでしょうか。

自分流学生作品
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